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★印はカトリック関連

平和の使徒推進本部 社会司牧担当では、教会が社会へ発信しているメッセージや社会の中で活動する団体の情

報をお知らせします。社会へのチャレンジの第一歩として、積極的にご参加ください。

*ＰＣでは、赤字下線部にマウスを合わせ、Ctrl キーを押しながら左クリックするとリンク先が表示されます。

スマホでは、QR コードを読み取ると、リンク先が表示されます。

★白浜 満 司教様より

バチカン公認の平和活動団体であるパックス・クリスティ米国支部の巡礼団が、3 月 10 日(日)

広島の被爆者団体と面会。原爆投下に対する市民レベルの謝罪を表明し、和解に向けた対話を開

始する主旨の対話集会を開きます。一般公開されます。多くの方のご参加を希望いたします。

会 場：世界平和記念聖堂

日 時：3 月 10 日(日) 9:30～10:30 ゆるしと和解のためのミサ

11:00～12:00 対話集会

★2024 年日本カトリック正義と平和全国会議オンライン公開講演会開催のお知らせ

（3.22 オンライン） | 日本カトリック正義と平和協議会 (jccjp.org)

「大軍拡に反対する～真の平和は相互の信頼の上にしか構築できない～」
（教皇ヨハネ二十三世回勅『パーチェム・イン・テリス』61 より

日 時：2024 年 3 月 22 日 ㈮ 18:30～20:30

申 込 https://forms.gle/CusxsxjTAxdDg6DS7

締 切：3 月 20 日 ㈬ 春分の日

★能登半島地震によって被災された方々のために、祈りと支援に励んでいきましょう

【カリタスのとサポートセンター情報】

のとせんブログ (notosen.blogspot.com)

ボランティア募集開始になりました。宿泊所は羽咋ボランティアセンター

①金曜日～日曜日 ②月曜日～水曜日 原則 2 泊 3 日以上滞在可能な方

ボランティア保険加入必須（地元の社協で加入してから申込してください。）

●ベトナム人技能実習生の孤立出産（死産）の 支援について

技能実習制度 - コムスタカ―外国人と共に生きる会 (kumustaka.org)

またも、ベトナム人女性の出産について悲しい出来事が起こりました。福岡教区難民移住移動

者委員会より依頼を受けました。上記支援団体の HP を読まれて支援に協力してくださる方は、

下記の郵便振り込みで送金よろしくお願いいたします。

（広島教区難民移住移動者委員会担当司祭 荻喜代治）

～グエットさん支援のための寄付のお願い～

グエットさんの支援のため、弁護士費用や釈放後の生活費等が必要となります。

そのための支援金の寄付を募ります。ご賛同いただける方は下記の口座への送金を

お願いします。

郵便振替 01750-8-84519 口座名：外国人技能実習生権利ネット・北九州

社会司牧通信

https://www.jccjp.org/archives/3334.html
https://www.jccjp.org/archives/3334.html
https://forms.gle/CusxsxjTAxdDg6DS7
https://notosen.blogspot.com/
http://kumustaka.org/TITP/2024.2_TITP.html


チャレンジコラム vol.17 『四旬節をむかえて』

カリタスジャパン広島教区担当司祭 岩国教会主任司祭 久保裕己

2 月 14 日の「灰の水曜日」から私たちは四旬節を迎えています。ご存じの通り四旬節とは

40 日間かけてキリストの復活を迎える準備の時ですが、何を準備するのでしょうか？

それは「回心」です。改心ではなく「回心」、つまり心を神の方に向けて回すということです。

普段、自己中心的だったり様々なことに心が悩まされたり、生活の煩いで色んな事が気になりす

ぎている心、それを神様を中心にした生活へと変える事を意味しています。

ただ「回心」といっても何をどうすれば良いのか抽象的で分かりにくいでしょう。「灰の水曜

日」の福音個所をご覧ください。マタイ福音書 6 章 1－6、16－18 節がその箇所に当たります。

そこには「施し」、「祈り」、「断食」について書かれています。「施し」とは「愛の業の実

践」を意味し、「断食」は「犠牲や節制」を意味しています。つまり「愛の業」、「祈り」、

「犠牲と節制」を通して「回心」するのです。

その中で優先順位があり、「愛の業」が最も優先すべき事柄で、次が「祈り」、そして「犠牲

と節制」となります。愛がなければどんな祈りも、捧げものも、全く意味のないものになってし

まうからです。まさに愛は全てに勝り、全てを越えるのです。

普段の生活からほんの少し愛の実践をしてみましょう。決して難しい事ではありません。今ま

ですれ違うだけで挨拶したことのない人に会釈をするようにしてみたり、普段気にも留めない事

柄に目を配り、ちょっとでも困っている人がいれば声をかけてみたり、

いつもの献金よりちょっと多めに「愛の献金」に献金してみたり。何

でも良いのです。いつもよりちょっとだけでも優しい気持ちを意識し

て生活してみてはいかがでしょうか。

★「ラウダート・シ 」情報

ナミュール・ノートルダム修道女会 ラウダート・シ係 より

「すべてのいのちを守るためのニュースレター」No.06

SND Outreach - NEWSLETTER (google.com)

フランシスコ教皇の気候危機への呼びかけや,COP28 の報告などが掲載されています。

★【広島教区】「性虐待被害者のための祈りと償いの日」(3 月 1 日)に寄せて

(hiroshima-diocese.net)

日本の教会のこの祈りと償いの日は、四旬節・第二金曜日 2024/3/1（金）です。

【カトリック広島教区 セクシャル・ハラスメント相談窓口 ：広島教区子どもと女性の人権擁護デスク】

受付時間 木曜日（祝日を除く）9:00～16:00 電話番号 ０８０－９７９５－３６７６

メール：desk-hiroshima@catholic.hiroshima.jp
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